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第 5章では，骨びらんの識別に DCNN (Deep Convolutional Neural Network)を応
用する自動識別法に関する画像解析手法を述べた．具体的には，第 4 章で述べた
MSGVF Snakesアルゴリズムによるセグメンテーションと DCNN 識別器を用い，手
部 CR画像から指骨に生じる骨びらんを自動的に識別する方法を提案した．提案法の有
用性を確認するため，関節リウマチ 30例に適用し検証を行った．その結果，提案手法
は，TPRが 80.5[％]，FPR が 0.84[％]，偽陽性の数は 1症例当たり 3.3個で，医師の
識別性能より高い感度を示し，骨びらんの識別に有用であることを示すことができた． 
最後に第 6章で本論文全体の考察を行い，第 7章で結論を述べた． 
 







































案した．具体的には， MSGVF Snakes アルゴリズムによるセグメンテーションと
DCNN 識別器を用い，手部 CR 画像から指骨に生じる骨びらんを自動的に識別する方
法を提案した．提案法の有用性を確認するため，関節リウマチ 30例に適用し検証を行
った．その結果，提案手法は，TPRが 80.5[％]，FPR が 0.84[％]，偽陽性の数は 1症
例当たり 3.3個で，医師の識別性能より高い感度を示し，骨びらんの識別に有用である
ことを示すことができた． 
本論文に関して，公聴会の出席者から，診断結果の実応用への展開や深層学習におけ
る認識率の向上法等の質問がなされ，いずれも著者の適切な回答によって理解が得られ
た．また，公聴会終了後の最終試験においても，本論文の新規性や臨床応用への将来展
開について試問がなされ，著者から適切な回答が得られた． 
以上により，論文審査及び最終試験の結果に基づき，本学位論文審査委員会において
慎重に審査した結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断し
た． 
